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天外 魔境 I1 叫 MARU 攻略 & デ ー る 集 目 ケ 次 の @⑨NB 上 NES 


咽 コ 人 の 火 の 勇 者 た ち 

咽 赤 い 暗 黒 ラ ン 

陣 青 い 暗黒 ラン 

較 黄 色 い 暗黒 ラン 其 の 一 

咽 黄 色 い 暗 黒 ラ ン 其 の 二 

陣 便 利 な デー タ 集 

陣 敵 キャ ラリ スト (ザコ 編 ・ ボ ス 編 ) 
陣中 丸 得 情 報 / 


ジパング 全土 に 本 咲い て いる 暗黒 ラン を 1 本 ずつ に 分 
け て 、 マ ッ プ を 中 心 に 攻略 。 今 回 は その 本 目 ま で の マッ 
プ と アイ テム 、 敵 キャ ラ を 総 ざ らい 。 長旅 の お 供 に どう ぞ 。 


OHUDSONRED イラ スト シン 辻野 寅次郎 





PP 4 人 の 勇者 た ち 





2 入り 火 男 省 だ ち 


「 天 外 魔境 IT」 の 主役 は 中 丸 、 そ の 周 通り だ 。 今 回 どこ れ ら 4 人 の 火 の 勇者 を 。 間 は は ぐれ た り 別 れ た り し な が ら も 、 一 
り を 固め る の が カブ キ 、 極 楽 、 絹 の 人 紹介 する の も 最後 に な る と 思う 。 今 回 は つの 目標 に 向かっ て 進ん で いく の だ 。 件 
の 火 の 勇 者 で ある 。 この こと は これ まで 仲間 に し た と き に 仲間 の 持っ て いる 奥義 間 、 そ れ は 己 の 命 よ り も 相手 を 思う 気持 
何 回 も 何 回 も 本 誌 や 付録 で 紹介 し て きた な ど を 中 心 に 紹介 し て いく 。 こ れ ら の 仲 " ち が 強 まる 相手 の こと を いう 。 








/ ハ ハドソン の 超 目玉 ソフ ト 天外 魔境 を 
IPMARU」 の 主役 に 選ば れ だ 謗 運 回 科 
の 持ち 主 で ある 。 火 系 や 回 復 系 な ど ほ 胃 つ 見 
と ん どの 巻物 を 使え る 。 奥義 は 人 を 主 12 條 
体 に し だ 技 を 使う 。 攻 撃 も 巻物 も OK PE 
ー 作 と ーー テ 
EE IE を の ダン ジョ ン や 城 な ど で は 中 丸 を 始め キャ 





剣 ” ラ が 大 きく 表示 され る 











2 人 目 に 〒 丸 の 仲間 に 加わ る キャ ヤラ 7 
で ある 。 奥義 は 大 き な 体 型 に 見 合 つ だ 人 す 
訣 な も の を 使う 。 た だ 、 そ の 風体 か " ら 
ら は 見 て 取れ な い 悲 し い 過去 を 持つ て 7) 
1000 年 以上 も 生き て きだ 男 な の で ある 。 の 持 Pre 
間 昌 凍 0 分 の の 極楽 太郎 普段 の 4 倍 く らい 大 きく 表示 
MM な 長 さ れる 。 彼 の 真 の 大 き さ を 感じ と れる 
に HO 
中丸 に 1 本 目 の 暗黒 ラン を 切ら れ 、 す 攻 
如 し て 記 丸 を 目 立 な せな いよ うに 同 人 
行 す る こと に な る 。 パ バラ ンス 的 に は 叩 恐 早 
丸 と 同じ で 、 巻 物 も 剣 も 使え る キヤ ラ し が 
で ある 。 初め か ら 持 つて いる 巻物 は 氷 3 
間 人 SS " 話 。 〇 カブキ は 大 きく な る と その 派手 な 格好 が 
を さら に よく 見 て 取れ る よう に な る 
時 | の 
今回 攻略 する 近江 の 国 ま で で は 会 う ジ と 
こと し できない の で 、 詳し いこ と は 計 生 
ほとん ご ど わ か ら な い が 、 感 じ サ けら いつ な < 
て 巻物 を 中 選 に 攻撃 補助 に まわ る こと を | 1 
が 多く な る の で は な い だ ろ うか 。 と に Ns 人 の 時 
< 天外 魔 弄 TI」 の ヒロ イン 役 を 身 6 の と 夫 が 
止め だ 実力 派 で ある 。 EN Ri イィ O 〇 絹 は た ょ が ら 、 可 憐 ょ 交 は よ くわ 
人 メ か る 。 犬 の シロ と 一 緒 に いる こと が 多い 
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火 多 の 国 で 重要 な 場所 は 、 白 川村 に 高 クリ ア に 関係 する イベ ント は 少な い 。 
山村 。 も ちろ ん 曰 川 村 は 忠和 丸 登場 の 舞台 0 フジ 
で あり 、 高 山 で は 根 の 一 族 と 出会い 、 冒 、 だ くさ ん だ 。 な に より も 高山 で は 、 タ イ 
険 の 始ま り と な る 。 こ の 地方 に は ゲー ム クー ン や 三 博士 と いっ た 重要 な 人 物 と 初 


ご ご 高山 村 に は 、 貼 丸 ガ 一 番 初め に 切 
る こと に な る 了 瞳 黒 ラン が ガ 花 を 咲 サ せる 。 
正和 丸 の 生 まれ 育つ だ 折 川村 の 比較 的 近く 
に ある 村 で あり 、 か な り 人 口 も 多く ぐ 、 階 
款 フン が 花 を 咲 サ せる 時 は 祭り で 賑 わ つ 
て い だ 。 し か し 、 了 暗黒 ラン が 咲い て から 


は 画面 全体 の トー ン も 暗く な り 、 町 の ほ 
ぽ 中 央 に は 赤い 花びら の 暗黒 ラン が ガ そ び 
え 立 ち 、 村 人 の 姿 も 見 当ら な ぐ な つて 
し まつ の で ある 。 


の ざら と 光石 弥 旧 次 導 届 は 昌 と 慎 
は 牛 万 叶 ど さ ow 。 謀 三 画 こ ざ の 石 


タダ タイクーン の いい つけ に よ つ て 関 
所 の 役人 が 邪魔 を する の で 、 ち よ つ 
と の 間 だ け 通 る こと が で き な い 。 ま 
あ 、 ほ ん の 少し だ け だ けど …。 


下 丸 の 生ま れ 育 つ だ 村 で ある 。 ゲ 
ー ム 冒頭 で は 革 と 屯 丸 の の 人 で 、 村 
の 北西 に ある 家 に 住ん で いる 。 父 は 
い ず ご こ ガ へ 旅立ち 、 そ の 次 を 見 る こ 
と は で き な い 。 


中 丸 の 子 分 が 住ん で いる 小屋 。 何 
こい つて も イダ で 宿泊 で きる の が 灯 
力 で ある 。 炭焼 き 釜 に 入る と 真 つ 黒 


に な る 正和 丸 が ザ 、 と つて も お 茶 目 。 
関所 を 通過 で き な い 由 丸 に と つて は 、 





2 ここ に 身 を 寄せ る 機会 が 多く な る だ ろ 
う 。 ここ で 手 に 入る 武具 で し ば ら ぐ は 
2 難 を し の ご こと が で きる 。 
ag ッ 
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< ' ー 本 モ 話 お 





炎 多 の 財 ( 町 、 付 な ど / 








対面 する 場所 で も ある 。 了 暗黒 ラ ン 出 現 後 、 
この 町 は 一 変 し て 闇 の 世界 に な っ て し ま 
う 。 そ の ほか の 町 や 村 は 休憩 する た め に 
た ちよ る 程度 の 場所 が 多い 


の ざ き 唱 回 行 再 喜 斗 上 記 EESVJi 尊 衣 び の 





火 錠 の 国 を 一 通り 回 つ を ら 、 ご ここ 
か ら す ご こし 南 に ある 縄文 沿 が ら 尾 
の 国 へ 足 を 伸ばす こと に な る 。 炊 多 
の 国 で 一 番 強 力 な 武具 が 揃 つ て いる 
村 な の だ 。 
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0 ー 火 多 の 国 ( ダ ンジ 


火 多 の 国 の ダン ジョ ン は ら つ ある 。 ど ご 迷 つ よう つ な ここ と は な い は ず 。 両面 窟 で は 吉 キ ャ ラ が うようよ と 動い て いる 。 ダン 
ちら の ダン ジョ ン も 重要 な ポイ ント で 、 強い ザコ キャ ラ も 出現 する こと も 忘れ て ジョ ン の 終わ り に は ツメ 王 が 待っ て いる 。 
死神 兄弟 も 待ち 構え て いる 。 だ が 、 ご ど ご ち は な ら な い 。 こ この ボス は ソノ 王 で ある 。 この どら つの ダン ジョ ン が 炊 多 の 国 の 修 維 
ら の ダン ジョ ン も そん な に 複雑 で な く 、 尾張 へ 通じ る 縄文 洞 で は ソン ピ の よう な 場 で ある 。 




















ご こ に は 暗黒 ラン と MM NRN 
と や に 現れ 、 と 高山 較 識 MR 


の 村人 を さら つて いっ 
だ 趣 人 が ガ 、 人 質 と と も 


に いる 。 ご ここ で は 死神 NW) yg 
宛 計 の 一 人 、 ツ ノ 王 が SU 0 NN の NN 時 0 
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KN リリ 月 72 INN 『 多 NX 1 ん まお お 2 l IN 
待ち 受け る 。 初 め て の S NN NN < い 
ボス バト ル を 体験 で き RNN 9 2 MD - グ で 
る めで だ い 場 所 で ある 。 導 、 ざ グ 0 
の や 
こい つ を 倒す と 行動 5 議 旨 議 N / SW NM 
囲 が 広 が びる ぞ 。 N グイ ク NN 4 0 0 NN ク 
< の NNU UNN 多 7/ NN 
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ご ご は 尾張 の 国 へ 行く だ め の 通 路 的 
役割 を は だ す 。 尾 震 側 の 出入 り 口 に は 
死神 宛 弟 の 一 人 、 ツ メ 王 が …。 
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尾張 の 還 ( 助 、 村 な ど / 


火 多 の 国 に 比べ る と 尾張 の 国 は 町 の 数 し まだ 仲間 に は な ら な い 。) ら 隅 まで し ら み つぶ し に 調べ て みれ ば 、 
も 多く 、 大 き な 町 も ある 。 わ り と 開け て この 国 の 町 や 村 に は 大 切な イベ ント が 重大 な ヒン ト が みつ か る か も 。 武器 や 道 
いる 国 で ある 。 特 に 大 山 町 は 大 きい 。 ご こ ご 多く 、 住 民 た ちの 会 話 も 重要 な も の が あ 具 も よい も の を 売っ て いる の で 、 め ぼ ぽ し 
こ で は 、 カブ キ 団 十郎 が 登場 する 。 (し か る た め お ろ そ か に は で き な い 。 町 の 隅 か いも の を 買い そろ えて お く と いい だ ろう 。 





ここ で は 火 の 勇 者 の 一 人 、 カ ブ キ 団 
十郎 が 顔 を 見 せる 。 仲 間 に な っ て くれ 2 eu OH | 5 
る の か と 思い き や 、 仲 間 に は な ら な い 2 ルー HE 1ic<HHME | 3 


と いい 捨て て 去 つ て し まつ 。 


*@ 3 し 
nrronrrTTF 


ITTITfIYTRe 


Tr の Te 
ーー ァ ャ 
い 三 時に ーー 


ーー 


〇 ジパング | の 伊達 男 、 カ ブ キ 団 十郎 さま 
の 登場 で そい./ で も 仲間 に な らん 





ここ に は 美味 し い 団子 屋 が ある だ 
け 。 は か に 目 に つぐ も の は 滝 ぐ らい 
の も の だ ろう が ガ が 。 お つと 、 お 地蔵 さ 
ん も あつ だ つけ ガ 。 


ーー ペー ひ 
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カブ キ の 分 匠 で ある ヘビ 仙人 が 住 
お 渦 窟 で ある 。 前 作 登 場 の 大 蛇 丸 の 
師匠 で も ある と の こと 。 


ご ここ ご に い る ウナ ギ は と て も 献身 的 
な や つ で 、 自 分 を 廊 べ て ぐれ と 申し 
出 て ぐれ る の だ 。 さ て 、 食 べ る か が 廊 
べ な い ガ 、 そ れ は プレ イヤ ー の 気分 
1 つの な と こる ガ 。 
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の と 叶 強 ぶせ る 。 敵 了 
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尾張 の 国 に きだ て の ご ころ は 暗黒 ラ 
ン の 根 が 邪魔 し て 来る こと が で き な 
い 。 次 多 と 尾張 の 両方 を ひだ づけ て 
か ら 来 る と いう わけ だ 。 







マツ ッ プ を 見 だ ひけ ぎり で は 、 絶 対 に 
この 村 に ぐる こと は で き な い 。 
この 村 に は 願い を ガ ひな えて これ る 

お 地蔵 さん が ある と の こと 。 
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尾張 の 国 の ダン ジョ ン は 上 骨 城 と 弁天 
培 が あげ られ る 。 ご どちら も 立派 な 建物 で 
尾張 の 国 南部 に 位置 する 。 弁天 塔 は 湖 に 
建て られ て いる た め 、 船 か 何 か を 手 に 入 
れ な けれ ば な ら な い 。 そ し て 、 鬼 骨 城 は 
堅く 閉ざさ れ た 扉 が あっ た り と ダン ジョ 
ン に 入る まで に も いろ いろ 苦労 させ られ 


る 。 内 部 に は さら な る 試練 が 待っ てい る 。 














湖 の 真ん中 に ボツ ネン と 建つ 弁天 塔 。 
最上 階 に は 色 つ ぽい 弁天 様 が いる 。 ご 
こ ご に も 根 の 一 族 の が 伸び て お り 、 弁 
天 様 の 部 屋 の 鍵 を 開け れ な ぐ て 困 つ て 
いる 死神 兄弟 の 最後 の 一 人 、 キ バ 王 が 
いる の だ 。 奈 談 だ が 、 ご この 塔 の 女 中 が 
話す セリ フ は ナカ ナカ お も し ろ い の で 、 
一 度 聞 いて ほし い 。 


ご ご に は 了 さ れ だ 聖 刻 「 法 水 院 紅 丸 」 
が ある 。 し か し 、 ご これ ま で に 例 し だ は 
ず の 死 神 冗 弟 が 再び 屯 丸 の 行く 手 を は 
ば お の だ 。 と は いつ て も レベ ル の 上 が 
つ だ 中丸 の 敵 で は な い の で 、 超 楽勝 な 
の スズ ンズ シ 掛 く よ / 、 スン ズ シ / 
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〇 独 天 様 に 会 えた で し ょ / や っ た で し 一 っ 


〇 ホネ の 手 の よ うな も 
の の 上 に 乗る と … 


O 〇 ば よ え て ん っ と 上 の 
階 へ 移動 で きる 


〇 3 つの ハコ は な ん だ 和 ここ ここ 


IE 


ろ ッ 中 身 は な 一 に 7 











伊勢 の 国 に 入る と 、 い き な り 悪 の 幹部 
た ち 三 博士 が ヨミ に 、 丸 が 伊勢 の 国 に 
進行 し た と 報告 する シー ン が 割り 込む 。 
そし て 、 伊 勢 の 国 と 紀伊 の 国 で 笑い を ふ 
り ま く キ ャ ラ 多 五郎 も 顔 を 見 せる 。 こ れ 
か ら 先 の 国 で も この シー ン は 用 意 さ ご れ て 
いる 。 ち な み に こ こ で の 見 せ 場 は 、 菊 五 
郎 と カブ キ の 意地 の 張り 合い と 、 乗 り 物 
の 一 フイ ヒ カ の 巨人 の 登場 シー ン で ある 。 
ここ か ら 先 は | 本 目 よ り も は る か に 難し 
い 謎 が て ん ご 盛り な の で 、 心 し て か か る 
こと を お 勧め する 。 
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本 目 の 暗黒 ラン が 根 を 下ろ し 
だ 国 、 伊 勢 と 紀伊 。 ここ に 入る こと 
カブ キ が 仲間 に 加わ つて ぐれ る 。 
そこで 、 今 まで 実行 で まき な か つた だ 
オー トバ トル を する こと が で きる 
よう に な る 。 オ ー ト バト ル を する 
に は あら か が じ め 、 巻 物 を 使う ガ 攻 
撃 が 最 優 先 ひ な ど を 設定 し な こく て 
は な ら な い 。 ご これ を 使え ば 経験 値 
稼ぎ は 楽に な る が 、 新 し ぐ 足 を 踏 
み 入 れ だ 土地 で は あま り の 使わ な い 
ば うがい い だ だ ろう 6 


: 滞 洗 昧 去 損 寺 禁 恨 先 ま 壮 是 自 軸 





伊勢 の 国 は 密林 城 を 中 心 に 密林 が 足 を 伸ばし て いて 、 忠 丸 の 進行 を 様々 な 形 で 邪魔 する の 
だ 。 あ る 乗り 物 を 使わ な く て は 、 南 の 紀伊 の 国 に は 行く こと が で き な い 。 
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第 五郎 の イン パフ ト が あまりに 強 す ぎ に し て いて くれ 。 ち な み に こ の 3 人 は 忍 職 計 
る だ め 、 ご ご こ 伊 勢 と 紀伊 に 登場 する ほか 者 で 、 こ の 先 さ ま ざ ま な 形 で 中 丸 の 手 助 / 

の キャ ラ の 影 が 薄く 感じ られ る 。 ご この 男 時 叙 NM 
と カプ キ が 、 ジ パン グー の 伊達 男 の 座 を et 

_ 賭け て 争う の で 、 下 丸 の 影 は 更に 薄く な 
つて いる 。 た 
、 紀伊 の 国 に 入る と 百々 地 三 太夫 と いう 
8 人 の 娘 子 が 由 て こる 。83 人 と も 太股 心 












NE 











の MI 人 0 挟 


0 百々 地 丹 波 の 珠 娘 で ある 。 ま つり 、 
花火 、 み こし の 3 人 で 三 太 夫 と 呼ぶ 

















、 ーー 1 ( 還 衝 の ニー ュ 
1 プン ー so 





立 と 敵 隊 時 S 才 韻 ( く 用 





年 ほ 3。 Ps ae 。 二 に ここ 


紀伊 の 国 の どこ か に ある イヒ カ の _ 伊勢 の 国 と 紀伊 の 国 の 2 つの 国 で 
村 の 祖 で ある 。 ヅ 半 透 明 な の だ 笑い を ふり まく 元 役者 の 男 






伊賀 村 に 住む 忍者 の 長 で ある 。 真 
ウ 自 な ヒゲ が プリ ティ ー 





行き来 で きる の は 伊勢 の 国 の み 。 マ ッ プ に 表記 し て いな 
る と ころ が ある 。 ここ に 登場 する 本 キャ ラ は 個 但 か で 見 て いる 


3 議 
マス 


剛 zeSK 中 本 村 16 ペ ー ジ へ 


に ここ 





婦 勢 の 国 ( 宴 、 町 な など ) 


ここ に ある 町 や 村 な ご ど は 全部 で ノ つ 。 の すぐ 北 に は 京 の 国 と の 境 に ある 山城 村 に ど 本 目 の 暗 黒 ラ ン が 咲い て いる 伊勢 神 
尾張 の 国 と の 境 に ある 鈴鹿 幅 か ら 、 西 に が ある の だ が 、 暗 黒 ラ ン の 根 が 邪魔 し て 宮 が ある 。 こ こ ご 伊 勢 の 国 に は 安く て 良 貸 
移動 する と ほど な く 伊賀 村 が 見 える 。 そ 行く こと は で き な い 。 ず っ と 移動 し て 南 の 武器 が 揃っ て いる 。 





日 本 に 昔 か ら 存 在 し て いる 、 闇 に 生 
き 間 に 消え る 超人 、 礼 者 。 そ の 忍者 だ 
ち が 住 む の が この 伊賀 村 で ある 。 

し か し 、 そ の 超人 だ ち も 根 の 一 族 の 
ボス に は が な わな いら し ぐ 、 長 で ある 
白々 地 凡 波 を 菊 五 郎 に ご ら わ れ て し ま 
つ 。 ま 下 の 忍 者 だ を ち は 悔 し そう に グチ 
を いつ だけ な の で 頼り に は な ら な い 。 

まだ 、 ご の 村 で 欧 五 郎 は 忠和 丸 こ カプ 
キ に 顔 見 せ に 出 て ぐる 。 そ の と きか ら 
カブ キ と 区 五郎 の 壮絶 な 戦い が 始ま る 
の で ある 。 

ちな み に 欧 五郎 は 桃色 の 竜巻 こと も 
に 現れ る 。 こ ご これ の こと を ピン ダイ フ 
ー ン と 呼ぶ らし い 。 し レ し か し 、 ピ ング だ 
な ん て 趣味 の 悪さ が に 取る よう に わ 
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〇 ここ で は 、 超 重要 キャ ラ で ある 菊 五 郎 
が 初 登場 する 。 カ ブ キ の 良き ライ バル 


伊勢 の 国 で 松阪 団 と 張り 合う ぐら い 何 も 起 こら な い 。 取り敢えず 村人 の 話 


LU 


大 きい 村 、 奈 恨 村 。 そ の 奈良 村 に 隣接 
する 紗 院 。 伊 勢 に 入 つ だ ば か り の と き 
は ご この辺 は まつ を だ を ぐ と いつ て いい ほど 


を 一 通り 聞い だ ら 、 別 の と ころ ヘレ ツ 
ツ ゴ ー し だ ほう が いい か も し れ な い 。 
ちな み に 、 奈 良 と いつ だ ら ナ ニニ か な 
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ww ・ 
_ ad 
' 5 マン の DO の と YZ の > て CS "Sa の で い で we で wp の 
3 』 2” < くい アン マ ご き Pi *。 也 に ーー ヘー ュー エーー ーーーーー ヘ ーーーー ニ ーーー ナ 1 
上 避 和 スン まる Se 53 さ 
ーー 多 】 プ % 。 アン デ っ fa T J 
R と 。 ト プー 3 ド い て こ 
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松阪 時 に は 松阪 城 が ある 。 ま た 、 邊 
が 町 の い だ る と ころ に いる の だ が 、 こ ご 2 る に e 2 
の 牛 が 大 変 気色 悪 ご 緑色 の 和牛 な の だ 。 こる Si 凍 SA 志 
これ も 密林 城 の 影響 と 思わ れる 。 ] | 抽 「 

ここ で は か な り 重 要 な 乗り 物 の お 話 久 あ る る 
を 聞け る の で 、 立 ち 寄 つた ほう が いい 
だ ろう 。 特 に お 殿様 は な か な か の 知識 


人 で ある 。 
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〇 密林 に 飲ま れ た か わ 
いそ うな 供 






密林 城 に 飲み 込ま れ て し まつ た だ 村 な ビデ どど 二 伊勢 神宮 を 抜け て 
の で ある 。 か わい そう ね な 親子 を 救う こ レン こ な こ て は 、 ご この 志 
と は で きる の だ ろう ガ 。 キア な 、 摩 村 に は 来 ら れ な い 。 
特に な に も な いよ 
うに 思え る の だ が 、 
松阪 困 で 情報 を 集め 
だ 人 な ら 何 を する か 
は 大 体 わ ひかる だ ろう 。 
真珠 養殖 の だ め の イ 
カ ダ が ある の で 、 真 「 [ 
珠 を 盗ん て 道具 屋 で に たる に よっ 
売り さば け ば 、 ガ なり 1 Se 
の 金 に な る こと は ま 4 
ちがい な し だ (うそ る)。 
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〇 そし て 、 子 供 の 母親 
も 飲み 込ま れ て いる 
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水 に 囲ま れ た 根来 古墳 と 、 密 林 で 隠さ ら も 入る まで は か な り の 苦労 を 強い られ 、 ど ちら も その 苦 に 報い る 超 置 要 な 
れ た 密林 城 。 こ の ら ど つ が 、 こ ご ここ ご 伊勢 の 国 る こと に な る が 、 中 に 入る と 更 な る 苦労 2 の YR 
に ああ る ダン ジョ ン と い 有 える と て ろ 。 ござ 考 が 待っ て いる か ら 楽 し み に し て いて ほし は ずっ と あと で な いと 入れ な い 。 


根来 古墳 の つ あ る ダン ジョ ン の 一 つ 、 根 来 古 見 て 研究 し て みて ほし い 。 
墳 。 ここ に は 伊賀 村 で 菊 五 郎 に さら わ マツ プ は 階段 の つなが り が 複雑 怪奇 


れ だ 百々 地 丹 波 が 捕まっ つて いる 。 ご ここ な の で 、 覚 える の が 苦手 な 人 は マッ ピ 
で は 菊 五 郎 の 友達 と 戦う こと に な る 。 ング し た ほう が いい か も し れ な い 。 地 
な か な ガ 強 い の で 48 ペ ー ジ の デー タ を 下 2 階 の 床 に は 文字 の ひよ うな も の が …。 
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簡 守 ie ia 


7 害 ] 仙人 軸 


の ーー 
DU SE 9 





多 五 郎 の 友達 は 全部 で 4 人 。 交友 関 交友 関係 な ん て こん な も の な の が ガ な 。 な か の 使い まな の で 苦戦 する の は 和 め 芋 
係 の 狭い や つ だ 。 自 分 の こと を 最高 の ご の 4 人 は 友達 と いつ より は ま 下 と い で ある 。 個性 的 な の は いい が 、 強 い の 
美男 子 な ん て いう 自己 中 届 的 な や つの つた だ 感 が びあ め る 。 し か し 、 み な さん な が は 困り も の で ある 。 


山 計 9 叶 田 問 


イヒ カ の 巨人 と いう 巨大 な 乗り 物 に 
の ら な ご ぐ て は 、 密 林 城 に は 近 づ ぐ こと 
すら が な わな い 。 

中 に 入 つ だ ら 入 つ だ で 、 落 と し 穴 な 


どの トラ ツ プ が 正和 丸 の 行 ぐま を 阻む 。 
最終 階 に 待つ 敵 は も ちろ ん 葬 五 郎 で あ 
る 。 そ の 強 さ は 自分 で 体験 し て ぐれ 。 





二 伊 の 国 ( 窪 、 町 な ど / 


ご 紀伊 の 国 は 重要 な イベ ント や ア も で き な い と ころ は 、 メ モ し て お いた ほ 入っ て くる か ら だ 。 海 を 越え な く て は 行 
Brownrw ま 4 うがい い 。 な ぜ な ら 、 頭 が パン ク し て し く こ と の で き な い と ころ に 、 天 狗 の 庵 が 
初め に 行っ て 怪し いと ころ が ある の に 何 まう くら い イ ロイ ロ な 情報 が いっ ぺん に あっ た りす る 。 船 が 欲し い 国 で ある 。 





ここ 上 野村 に は と つて も いい も の が 議 半 緒 : | ミ ジミ 、 宙 伊勢 の 国 と 紀伊 の 国 の 境 に ある 村 
ある の だ 。 な に つて あん だ それ は 内 結 。 SS | 1 殺 完 CO 所 1 ウ 
と りあ え ず イレ ヒ カ の 遺産 、 異 形 の 像 No Di、 えば それ まで だ が 、 新 だ な 土地 に 進 
が ある の で この 辺り を 調べ て みて は ど 器 計 較 較 時 細 還 の | (に =ーo お 前 に ここ で デー ツ を 保存 し た りな 
So に: 9 ィ の シー 


すず 、 ポ か ゃ CONRSY AN 
KA 3 SS 机上 机 二 商 A NNNRAUN 人 A AN 8 3 天 


で の 2 で を か 2 生生 LE も 
NKK NN NL RS バ 
5 y7 K ド 


川 の 真ん中 に 歩い て は いけ な い 建 物 
が ある 。 中 に は お いし い ア イ テ ム へ とい 
つ だ と ころ か ガ な 。 問題 は 海 と 川 の 境 に 
ある 大 き な 岩 を どう する か だ が 


ロ と と っ の っ 
< の い に に トメ 
に RE 

に 2 


さ 
る 


〇 海 か ら に ょ っ と 鳥居 が 顔 を 出し て いる 。 


本 本 昌 
何 か あ り そ う な 気 が す る 3 


と 1 eme で 1 

に JJ LOL 

WT 和 人 
骨 引 =。|sls 四 


寺 0 二 3 PANZ 2 M 


間 k 引 ls 国 





洒 岸 に 沿 つ て 変わ つ だ 形状 の 建物 が 
ある の が 、 ご ご 串 本 村 。 ほ か に は … が 
ある の だ けれ ど 、 そ の 見 つけ 方 な ど は 
自分 で みつ け て ほし い 。 ま た だ 、 宿 屋 の 
お や じ が ガ 困 つて いる の で 助け て みて は 。 





と 穫 〇 

文 れ 形 座 

明 は の わ 

の イ 像 っ 

2% ビ . が た 細 較 

も 力 建 形 ピ 昌三 ーー 

スン トー [ ト N 

も 呼 て 建 “ [ 間 醒 旦 本 | “ 3 

の ) 人 い 物 肖 引 alsl - ーー トー 
WTK ES TRS 

れ 関 と 日 日 開 間 日 
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だ ろう か ら 風 呂 に 入 つ て サッ パリ し と し まう ぞ 。 下 丸 は チビ な ん だ か ら 、 映 
ご この 宿屋 に は 風呂 が ある 。 ご これ ま い だ ほ うがい い だ ろ う 。 じ ゃ な いと 、 だ し な みく らい は し つか り し な ぐち ゃ や 。 
で の 戦い で 、 正 丸 も 汗 臭 く な つて いる ご どこ か で 待ち 続け て いる 綱 に 嫌 わ れ て ここ に も 串本 村 同 様 に 、 あ る 重要 な 


と っ 表 9 ミン 3 アイ テム が 隠さ れ て いる の だ が 、 ま だ 


ヒミツ な の だ 。 
| グ 



















スス スス スス スス スズ た 信 3 
HHHEHHRRHHFF 根 | 





日 目 ls 


Frrrzcrrcrrrccrcp 
馬 
トコ 1 
ゴ で 
皿 明 ュ 


人 た す 
の TITTTTTITTS 
日 日 問 間 FE 
ッ | " そ 

むふ の の ュー ーー ーー 























四 提 


〇 ひこ の 村 に ある 宿屋 に は 、 な ん と お 風 
が 用 意 さ れ て いる の だ 。 ア カ を 落と すか 


1 ESINSIN 
』 肖 計 | 





お そら ご 紀伊 の 国 で 一 番 開け た と ご この 村 に は 美人 が いる と 村人 は 品々 ort 肖 | er て で) 
ろだ ろう 。 強力 な 武器 も 揃 つて いる し 、 に いう の だ が 、 ど こ に も その 姿 を 見 る て = YWP ora 
こと は で き な い 。 川 の 向こう 岸 に は 異 2 
形 の 像 が ある 。 6 、。、| 2 REH 


写 - 


の 
PF っ 


さす が 都会 と いつ を と ころ で ある 。 し レ 
か し 、 ご の 紹 の 付近 に は 、 強 ぐ て 笑え 
る 敵 が 輝い の で ぜひ 戦 つ て ほし い 。 





また だ 、 こ こ に は 和歌 山城 が ある の だ 0 に 0 
が 、 菊 五郎 に 占拠 され て いる の で 橋桁 と 度 き に 
W 熱 訪 出 近 

を 渡 つ て は 中 に 入る こと は で き な い と いれ す づ 
頁 う 半 ほ うう が し WU いい し か し 、 いつ だ い よ 83 2 9 
どこ か ら 入 れる の だ ろう 。 き て " 間 
っ は 観 欠 

〇 橋桁 が 上 げ ら れ て いる の で 、 和 歌 山 と の ざさ う 953 果 





城 に 入る こと が で き な い 











拉 に 
TEELEEEEEEEEPT 


PITIIFFEEEEEEEFEEFEEFEEFEIH 


GO 


WM ろ 


1 


/ ハ 


ーー ニュー ニー ニム ニー ニュ っ 
ニ 
ど 】 
や 


HHREE 


〇 ひこ れ が 和歌 山城 の 外観 で ある 。 特 に 異 
常 は な いよ うな 気 が す る が … 
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相変わらず こ 





高野 山 、 和 歌 山城 、 竜 神 洞 の d つ が 紀 
伊 の 国 の ダン ジョ ン と 呼べ る 場所 だ ろう 。 
こも 重要 な アイ テム な ご ど が 
あっ た りす る 。 竜神 洞 に は 重要 と いう よ 


ご の 山 の 入口 に は 鍵 が 掛け られ て い 
る の で 、 簡 単に 入る こと は で き な い 。 
ここ の 鍵 は 菊 五 郎 が 持つ て いる の で 、 
国 中 を 探し まわ つて 見 つけ 出す し か な 
い の で ある 。 


用 の NaPHDE5 


ここ の 天守 痢 で は カプ キ と 菊 五 郎 の 
変化 合戦 を 見 る こと が で きる 。 ら 人 と 
も この 時 代 で は な いよ うお 物 に 変化 す 
る の は 笑 つ て し まう 。 


り 、 少 し だ け 楽 に な る も の が 隠さ れ て い 


る の だ 。 何 が ある か は 町 の 人 が 噂 て い ど 
だ が 知っ て いる の で 、 聞 いて みる と いい 
だ ろう つ 。 弁天 塔 に 続い て 笑 か し て くれ る 


拓 、| 


MO 全便 9 お 


エス ーー ご メ ニュ ーー エニ っ ニテ 


| バエ ニス ニュ ニー 





の が 和歌 山城 。 区 五郎 に 占領 され て 改装 
され た イン テリ ア な ども 見 逃し て は な ら 
な い 。 本 当 に お も し ろ い の で 、 く まな く 
調べ て ほし い 。 


| スル スス 人 へ ふ * よる X 
Ko この て と みて の て * の っ て の の っ ん うこ こっ よこ 


て て 
OOEOKSKOKOEOE 区 エン 


ET 


UI 情 


則 


この 紀伊 の 国 の ご どこ か に 邊 在 する イ で 、 早 め に 見 つけ 出し を ほう が いい だ 
ヒ カ の 村 。 ご ここ で は 三 博士 の 正体 や 、 ろう 。 イ ヒ カ の 祖 の 登場 の し ひだ は か が 
意外 な 事実 な ご ど を 聞く こと が で きる の な り 凝 つて いる の で 、 注 目 / 


ご ご に 昔 海賊 が 宝 を 隠し だ と いつ うつ 
わ さ を 、 ご ご こ か の 村 で 聞こ こと が で き 
る 。 本当に ある が どう ガ は 実際 に 自分 
で 確 ガ すめ る し が な い だ ろ うつ 。 

この 中 の 通路 は 川 と つなが つて いる 
の で 、 船 で の 秘 動 と な る 。 ち よ つ と し 
だ 演出 と し て 、 間 欠 泉 が 吹き 出す シー 
ン が ある 。 見 て いる 分 に は いい が 、 実 
は こい つが 吹き 出す と ころ は 通れ な い 
の で ある 。 し か が も 、 ご の 間欠 泉 は い だ 
る と ころ に ある だ め 、 吹 き 出す だ びに 
操作 が で き な ぐ な る の で 、 だ る い ガ も 。 


KN まだ だ だ メデ だ 示 ネ / 
レプ イメ アァ 7 レタ 


っ 
フ < ター バト 
みす oNesY ーーー 
eS 


ASYJ 
いき 導い 
w NNN 6 


KN 


り 
い 


さ 
へ 1 


JWN 
の の 


き 





本 目 の 暗黒 ラン は 黄色 で ある 。 こ こ 
まで 赤 、 青 、 黄 色 と 信号 の よう で ある 。 吾 京 の 国 に は 高価 で 強力 な 武器 
この 本 目 を 切る の に 関わ っ て くる 国 は 上 や 防具 が だ ぐさ ん 売ら れ て いる 。 
京 、 近 江 、 越 前 、 越 中 、 越 後 の 巳 国 。 し 識 これ ら は ご この 段階 て は ほこ ん ご 
か し 、 局 本 目 を 切る の に 深く 関わ っ て く の Yo 上 

に B い ピッ ーー 

る の は 越前 、 越 中 、 越 後 の 越 国 で あり 、 売 つ て いる こと が 多い の で 、 こ "ESSGRCEGRSGE 京 部 ie の GS 
京 と 近江 は 通過 点 の よう な 感じ な の で 、 こ で は 見 る だ け に し て お いた ほ 生生 
前 者 と 後者 を 分 け て 攻略 。 京 と 近江 は うがい い だ ろ う 。 
本 目 の 暗黒 ラン に も 関わ っ て くる 。 


ーー り な ん と いっ て も 京 の 国 の 京 の 町 は ジパング 最大 の 都市 。 京 の 国 の 真ん中 より や や 北西 に 位 
京 の 国 マ ッ フ 5 


O 〇 安く て も 強力 な 武器 が た まにある の だ 


置 する 。 そ れ 以 外 の 町 や 村 は 大 きく な く 、 国 境 の 峠 な ど が ほとん ど で あ る 。 


メー へ 


鞍馬 峠 641 ペ ー ジ へ 3 3 wp 近 ” 2e、 達 坂 昭 04 ペー ジ へ 20w、 


>、 京 御所 区 ど 93 ペ ー ジ へ 信楽 村 3 ペー ジヘ 





寺社 区 PP ペー ジヘ =  . 京 貧民 区 iP ペー ジ へ . 


で や 、 es、 


商店 区 PP ペー ジ へ ” ・ 


住宅 区 gg ページ へ 


=ーーーーーーーー 


^ 比 えい IL9 ペ ー ジ ベビ ピン 電 0 


まや へ 半 へ og さ 
RS 
る 

二 、 
- 全 





EE 北 由衣 ここ で は 懐か し の 2 大 キャ 


ラ が 登場 する 。 そ れ は 、 ホ テ 
ご ご か ら あ と の 国 に は 忍 の 里 と いう 5 の ーー の に で の re > で の a 5 イ 丸 と 足下 兄弟 だ 。 
と ころ が ある 。 ば ぱつ と 見 に は 何 も な い の CC 
と ころ な の だ が 、 そ こ に 行 ぐ と 村 の よ 
うな 感じ の と ころ に 出る 。 そ こ で は 、 
回 復 な ど が 可能 に な つて いる 。 目印 は 
草 が ガザ サー クレ ッ ツ ト を 作 つ て いる こと ころ 。 


バ 


宣教 師 、 


0 P 
1 ュ 」 完 朗 】 


の ヘン な 


記 工 の 国 は 琵琶 湖 を 挟ん で 西 と 東 に 大 きく 分 けら れる 。 琵琶 湖 と 山々 を 除け ば 平地 は すく 
な い 。 地 形 か ら 考 えて 越前 に 行く に は 、 琵 琶 湖 の 水路 を 使う し か な さそ うだ 。 


綾部 村 244 ペ ー ジ へ 


大 江山 E5 ペ ー ジ へ 〔 て 電 語 議 了 の 葉 金沢 町 


・ 征 彼 + 


、 越前 の 国 


" 界 飼 mw、、SESSSSe 


白山 '5 ペ ー ジ へ 


舌 坂 峠 4 ペー ジヘ へ 


ン 挟 -、 ィ 宇 南 -、 


Cd 


芝 馬 峠 4 ペー ジ へ 半生 


0 で ww 





京 の 国 ( 町 、 視 な ど 


京 の 国 は あま り 暗黒 ラン の 影響 を 受け され な いか ら だ 。 し か し 、 敵 で ある 根 の 真ん中 に 位置 する 京 で ある 。 住宅 区 、 商 
て いな い 感 じ を 受け る 。 町 な どの 感じ は 一 族 は も ちろ ん 出 て くる 。 店 区 、 寺 社区 、 偶 民 区 、 御 所 区 の ら つ が 
明る いし 、 暗 団 ラ ン の 根 に も あま り 東 縛 この 国 で も っ と も 目 に つく の は 、 国 の 密集 し て 京 の 都 を 形成 し て いる 。 



























2 

ここ に は この 時 点 で き て も これ と い 立 は 
つ だ イベ ント は 起こ ら な い 。 し か し 、 去 だ 
一 度 行 つて お け ば この 先 な に が 起こ る る 理 
の か を 垣間見 る こと が で きる の で 、 い み が 
つて お いて は どう だ ろう 。 犬 と 少女 の わ 
鎖 寺 が 出る らし い 。 6 








ンプ させ て ぐれ る 。 正 月 が ぐれ ば 初夢 も 
初め ここ に は 足下 兄弟 が 現れ る 。 相 見 る こと が で きる ぞ 。 そ の ほぼ ほか に 、 お 
変わ ら ず の カマ こと ば で 背筋 を ゾ フ ゾ 





ご ご に は 癌 地 の 情 報 が いろ いろ 聞け 
る の で 、 人 々 の 話 に 耳 を 傾け る こと を 
勧め る 。 別に こ な ぐ て も よさ そう な 気 
が する と ころ で ある 。 















3 1 105 四 呈 所 
ERHI- 


# PF で かせ 








て 、 買 つて お ぐ の も お も し ろ い か も れ 
ご ご で は お み ぐ じ を 買う こと が で き な い 。 厳格 な 神社 は ぼ ほとんど な い の が 
る や る 。 い つが ぐる で あろ うつ 正 月 を 期待 し 夫 し いこ ころ で ある 。 








ここ で は が ガ な り の 重要 な 情報 ガザ ず に は 
いる 。 ぢ よく ぐち ぢ ちよ ぐ 、 よ る ご こと に な る 
だ ろう 。 楽し い 人 に も 会 える し ね 。 






















な ぜ こ ん な と ころ だい 
る か わか ら な い が 、 ホ テ 
イ 丸 に 会 える 。 住 民 の 間 
で は カリ スマ 性 の 高い 彼 







テ ェ ニー ニーーー ニ ニー ニー ニー 
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0 
の OPC と 


っ 
に だ に に に に に に : 


ンー コ 


ーー 
qm 


ご こ ご に は 病 に 伏し て いる タヌキ の 老 
体 が いる 。 お 使い を 頼ま れる の だ が 、 
貝 の な い 人 は 行 ひ なぐ て も いい 。 し か が 
レ 、 勇 者 を 名 乗る の な ら ば 、 だ と え 
ヌキ 1 匹 の 願い と て ガ な えて あげ る の 
が 当然 と いつ を と ころ か ガ な 。 お 使い と 
いつ て も 京 に 行く だ け だ し ね 。 ヒ ビーロ 
ー は みん な に 親切 で な ぐ て は 。 


京 の ダン ジョ ン こ 呼べ る と ころ は 飼 の 
ここ ろ 御 所 だ け で ある 。 ほ か の 京 区 を 
見 渡す 感じ で 京 の 真ん中 に デ デ ン と 、 そ 





京 / 個所 区 


を 切っ つて か ら に な る 。 よ うす る に 、 京 
に 入 つ て 初め て ぐる と ころ に な る わけ 
な の だ 。 フ ンド シ を 締め 直 そ つ 。 


び え 立 っ て いる の で ある 。 現在 は 根 の 一 
族 が 巣 く う ダ ンジ ョ ン と な っ て いる が 、 
前 は タイ クー ン が 住ん で いた と ころ な の ん で いた の で ある 。 


っ 


ご こ か ら 下 丸 の 故 卿 で ある 次 多 の 
国 に 帰る こと が で きる 。 そ ろ そ る ろ 世 
さん の 作る みそ 汁 が 飲み だ く な る ご 
ろ ガ な 。 み ん な 元気 な 。 


ここ 伊吹 幅 も 火 多 の 国 に つなが つ 
て いる 。 炊 多 で 行き 残し た と ごころ は 
な いかが 、 も う ひ と 回 り し て みて は ど 
うだ ろう 。 特 に 天狗 の 庵 な ん が は 見 
落と し や すい が か が ら 。 





だ 。 ぞう 、 次 多 の 国 の 高山 村 の 祭 さり を 見 
物 に き て いた 、 あ の 、 タ イク ー ン 様 が 住 


wm Pr YW 






Ne 
OGK2GKNDO で 


アデ 
こめ 
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近江 の 国 (町 、 村 など) 


江 の 国 は 琵琶 湖 (ビワ コ ) を 境 
に 東 と 西 に 分 か れ て いる 。 選 本 目 の 暗 黒 
ラン を 切る まで は 、 西 に は 足 を 踏み 入れ 
る こと は 難し い 。 し か し 絶対 に 行け な い 
3 

、 当 初 こ こ ご 近 江 の 国 で の 目的 と な る 。 
凍 時 
の 根 が 邪魔 を する 。 





同じ 近江 の 国 と の 境 に ある 逢坂 幅 だ 
が 、 状 況 ひら する と こち ら か ら 先 に 進 
お ご こと に な る よう だ 。 な に せ 、 向 こう 
は 本 目 の 暗黒 ラン の 根 が 邪魔 を し て 
入れ な いか ら だ 。 ご ここ で は 、 取 り 敢 え 
ず デ ー タ を 保存 し だ ほう が いい だ ろう 。 






















こ で は 、 鬼 が 使 つ て いた と いう 
武器 な ど が 多数 売ら れ て いる 。 ほ か 
に も 1 人 の 女の子 の うわ さも …。 


ここ は ご 本 目 の 暗黒 ラン を 切 つ て 
か ら 、 や つど 全て で こと が で て きる よう 
に な る の だ 。 


京 の 国 で 武器 を 買う の を が まん し レ 
だ 人 は 、 ご ここ ら 辺 で 装備 を 買い 代え 
て みて は どう だ ろう 。 













ここ も 逢坂 浴 ど う よ う 京 の 国 と の 識 
に ある 幅 で ある 。 こ れ と いつ だ こと は 


ある 男 に 村 に 1 隻 し ひな い 船 を 持 
つて 行か れ だ 村 。 ま だ 、 あ る 悲し い 








少女 の 話 や その 団 親 の 話 な ど を 聞 ぐ な い が 、 こ ご こ を 通れ だ と し だ たら 、 そ こ 
こと が で きる 。 し か が し 、 少 女 だ ちの に は 更に 強い 根 の 一 族 が 溢れ て いる の 
本 当 の 話 は ここ で は 聞こ こと は で き で 、 十 分 に レベ ル な ど を 上 げ て お い だ 






ほう が いい だ ろう 。 4 人目 の 火 の 勇 者 
絹 に 会 いた いな ら ば …。 と に か ぐ 敵 は 
段違い の 強 さ だ 。 


な い 。 真実 は 綾部 村 で の み 聞 ここ と 
が で きる の だ 。 








ポ 改 一 能 必 交 導 放 だ 通告 子 少子 は 

了 守山 で op SN 

ま 左 ぎ きぐ おる を の 、 じゃ よ NR 2 は PE まだ 
ここ see E 車 <- オー だ ゴー と 
O 〇 な る ほど 、 カ ブ キ は 海 を 船 で 渡っ て いっ た の か 。 行っ た 半島 に 天 和 人 が 
し か し 、 こ れ か ら ど うす れ ば いい の だ ろう 住 を で る ん だ っ て 





24 





うれ し い 、 す ご ぐう れ し レ し い / だ つ 
て 、 こ ご ここ で や つと 絹 に 会 える の だ か ら 。 
父 を 鬼 に 田 を 火 の 一 族 に 持つ 彼女 こそ 、 
屯 丸 の 人 生 を 変え る に ふさわしい 人 …。 


ココ 
デ 


バ 


『 ョ と ーー 生 W 
ョ 半 RS ロ ー 
0 ba と いり, 寺 
rr を Ss 
等 ko 了 PS 
ー 己 





ダン ジョ ン は どら つ あ る 。 | づつ は 100O 年 


前 の 火 の 勇 者 の 慕 が ある 西京 油 。 も つう | ある 。 ご の 中 に は 数 々 の 宝物 が あり 、 
つ は 内 緒 、 内 緒 の 曰 山 で ある 。 こ の 他 に 白山 に は 許可 証 が びな ぐ て は 入る こと これ か ら の 戦い に 和 め 要 な 物 ば か りな の 
も どら つ ほ ど 近 江 の 国 に は ダン ジョ ン が あ が で き な い 。 ご の 許可 証 が ある の は 、 で 、 す べ て の 宝箱 を 開け る ぐら い の つ 


る どの こと だ が …。 ご の 山 の 権利 者 の 住め む で い だ と ころ で も り で い だ ほ うがい い 。 


許可 書 を 持た 者 
な ん び ど た の と も 通 革 下 昌 
由 ちち 去 ち ねい WI 


入山 許 可 証 が な けれ ば 、 入 れ で くれ な い ダン ジョ ン の 先 は どこ に 意 ぐ の だ ろう 









い 暗 黒 ラン を 切 つた 法 水 院 紅 丸 。 災 に ン を 切る こと に な る で あろ うう 鳥居 堂 三 
ここ ご に は 聖 刻 に 魂 を 宿 し だ 勇者 の 幕 2 本 目 の 青 い 暗 罰 ラ ン を 切 つ だ 妙 院 カ 郎 の うつ で ある 。 一 度 訪れ て 、 を 人 台 





が 、3 つ 並ん で 立つ て いる 。 ま ざ 、 赤 ラス 。 そ し て 、 ご これ か ら 黄 色 い 暗 虹 ラ わせ て も バチ は 当 だ ら な い だ ろ う 。 


〇 ひ 低 久 の 時 代 を 眠る 火 の 一 族 の 墓 を 見 た 





〇 人 に 知れ る こと な く 有 眠る 火 の 勇 者 の 3 人 の 〇 の ダンジョン の 奥 に は 赤い 色 の 宝箱 も ある 
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は まぐ り 姫 の 幻術 が 越 国 を 恐怖 に 包み 


ここ ご 越 国 が 本 目 の 暗黒 ラン 伐採 の 9 
本 当 の 無 台 と な る 。 これ まで の 国 と 比べ 5 
を 仕切 っ てい る の は 、 は まぐ り 姫 と いう で 双子 の 殿様 兄弟 。 そ し て 、 プ 
美人 の 女の子 だ 。 ンス の うま い 人 魚の 姫 。 ま だ 、 
* その 親 で ある 人 人 の 女王 も 登場 
する 。 お 楽し み に / 


ー ト 、 
還 
で 


せ T 嘩 


(( ( 宙 落 
>H 
人 


で の い 叶 英 ロ HH オ ( 
と の 生々 。 


eo 』 引 上 k Fi > 『」 四 っ SD 
O 娘 思い の 女王 様 。 〇 人 間 に 捕 ら わ れ の 〇 人 金沢 城 の 城主 の 様 
重要 な 人 物 が の だ て いる 。 か わい そ 小 泌 者 の 殿様 堪 の 殿様 と は 兄弟 


金谷 洞 8 ペ ー ジ へ 


押 水 村 8H ペ ベー ジヘ へ 


人 魚 村 P8 ペ ー ジ へ 


= 大 狗 の 席 


近江 の 国 


木ノ葉 肉 P8 ペ ー ジ へ 


の AA 計 S 削 ヶ 。 の り の 豆 苦 で 販 


。 の きき で て 層 必 再 省き 騙 本 陣 司 は さき w 団 番 の へ 壁 ご ご 通 


福井 村 8 ペ ー ジ へ 。 


立山 中 68 ペー ジヘ 





天狗 の 庵 
富山 町 3 ペー ジ へ 
富山 城 
ビニ ト 
弥 陀 ケ 原 洞 


線 陀 ケ 原油 


の と 


ペーー 
ーー O 


ン 


まさ 当 判 半 0w 汁 石 沖 十 


美女 平 村 


Ye で ー 
ピン ノー 
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を 
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る 〕 
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に スペ 
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相川 村 9 ペ ー ジ へ 
ドン デン 山 69 ペ ー ジ 


\J ご 


9 上 


Ji 円 ンー に 、 コワ 
寺 さ く プ まな タ だ し 。 こ こさ 

4 宇奈月 村 9 ペ ー ジ へ 二 
Se : 縛 デ い デ か 2 


ここ 
N 


の 叶 盾 へ 史 び 澤 装 と ぶ td+ 
〉 藻 軒 。 ひ 団 司 注 滞 時 (Y け 着 宮 周 S 葵 健 


< 
ン 


三条 村 d ペ ー ジ へ な 。 寺 


だ を 


ラロ の 
っ - 寺 い 


ie 


fi び 








越前 の 国 ( 町 、 祝 など) 


ここ ご 越 前 に 暗黒 ラン が 咲い て いる 。 こ 
の 国 で 極楽 太郎 を 仲間 に で きる の だ が 、 
ある 場所 に 封印 され て いる の で 、 そ の 封 な ん と ここ で は カプ キ の ワガママ 宿屋 の 三 太 と いう つ 少 年 が 人 魚の 少 
EI を こい て も ら う た め 四 苦 八 苦 す る こと が 始ま り 、 屯 丸 と 別れ て し まう 。 よ 女 こと 一緒 に 痕 を ぐら まし だ らし い 。 
に な る 。 カ ブ キ の ワガママ に 苦労 する 国 。 つて 正和 丸 の 弧 独 な 戦い ガ 続 ぐ 。 人 は で き て いる の が ガ な"Y 


いき な り だ が ここ で は 、 人 談 ショ 
ー を 見 る こと が で きる 。 そ の 経営 主 
は あの 足下 宛 第 。 ご れ は まだ 何 が ガ 悪 
い 予 感 が し な いで も な い 。 ま と も な 
商売 で は な い は ず な の は 人 確 ガ だ 。 人 
助け 、 い や 父 助け を し て みて は 。 

ここ で 見 る こと の で きる 人 談 ダ ン 
ス は 何 枚 も の スプ ライ ト を 描き 換え 
て 、 人 談 の 動き を 表現 し て いる 。 


火 多 の 国 に 通ずる 村 。 何 に も な い 越前 と 近江 と を 結ぶ 交通 の 要 所 の 
と ころ だ けど 平和 に な つ だ 次 多 の 国 ハズ 。 し が し 、 暗 黒 ラ ン の お か げ で 
に 戻り だ いと き 、 立 ち 寄 る こと に な 隣 の 近江 の 国 へ は 行け な い 。 従 つて 
る ゆき ずり の 村 だ 。 あま り 用 の な いと ころ で し よう 。 


お 坊さん が いつ ば いい る 村 。 ご ここ 
に 黄色 い 暗 黒 ラ ン が 出現 し た 。 
早く 聖 剣 を 見 つけ だ し て ぶつ だ 切 
つて や ろう つう 。 

ここ ご は 、 越 前 の どこ か に 
ある 人 恋 だ を ちの 楽園 。 こ こ 
に 火 の 一 族 の 一 人 極楽 太郎 
が 人 魚 だ ち に 捕らわれ て い 
る 。 極楽 を 助け る に は 、 や 
は りこ ご この 村 の 代表 者 で ある 
人 秋 の 女王 様 の だ のみ を 聞 
いて あげ な けれ ば な ら な い 。 
人 間 に 捕 まつ だ 娘 を 助け る 





ここ の ダン ジョ ン と 呼べ る の は 金谷 洞 
だ け 。 ほ か に も ダン ジョ ン ら し き と こ ろ 
は ある が 、 こ れこ と いっ て 敵 も で な い 。 そ 


和 この ダン ジョ ン は ご どこ か に 通じ る 
ご こ が ご どこに ある か は 明か せな い が 、 そ こ わけ で も な こ 、 特 に 貴重 そう な 宝物 
は 通過 点 で あり 、 そ こ を 抜け る と 極楽 の も 見 当 だ ら な い 。 だ だ 、 ダ ンジ ョ ン 
封印 され て いる と ころ に 行け る わけ で あ の 奥深 くに きれ いな 花 が 咲い て る だ 


る 。 ま た 、 こ こ で は あの 足下 冗 弟 が 再び け で ある 。 
登場 する こと も 見 逃 せ な い 。 
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越後 の 国 ( 町 、 禄 な ど / 


ここ に は 村 は は ヨ つ し か な い 。 そ れ ぞ れ 
統 妙 の 中 継 地 点 こ と な っ て いる 。 相 川村 は 
新潟 村 で ある モノ を 入手 し な く て は 進行 
で き な い 。 あ る モノ こと は 海 を 渡る 乗り 物 
で ある 。 そ の 名 も “だ らい 朋 "。 





















新潟 村 に は 佐渡 へ 渡る だ め の だ ら 
い 朋 が ある 。 あ る こと を し な いと 貧 
し て ぐれ な い 。 村 の 占い の ババ ア が 
いる の で 相談 し て みて は …。 


この 村 に 本 物 の 幻夢 城 の 位置 が わ 
が る アイ テム を 作 つ て ぐれ る 電 一 郎 
な る 人 物 が いる 。 だ だ 彼 は 病 に が か 
つて いる の で 反 魂 由 と いう 薬 が 秘 要 。 







の ダン ジョ ン を 抜け る と 、 そ こ は 越 後 の 国 だ 


記 


0 yy 0 
Hp NO 胃 9 MD 


遇 


9 
0 2 DI 


に 










14962。 上 い ) 8 
ーー * へ に 9 In CERIYCY ! 競 放 レ 』 計 HO | 
この 村 に は ドン デン 山 と き ば れる 詳 識 較 了 上 | 0 1 

金山 が ある 。 し か し 、 山 に は 便 山 の 壮 半 和 2 2 


殿様 の 許可 無し で は 入れ な い 。 つう 


レブ ジ の TTFETTEHTEEEEETUTTIS 
ss 三 ss 


22 は 山下 の 殿様 の 
許可 が な く て は 入れ な い 


〇 た らい 有 舟 を 入手 し て 佐渡 へ 
渡 ろ う で は な いか 






デ 本 ーー oe 


越後 の 国 (ダン ジョ ン な ど ) 


越後 の ダン ジョ ン は ら っ 。 越 中 と の 国 
境 を つなぐ 宇奈月 洞 。 も う | つ は 重要 な 
アイ テム を 作る た め に 必要 な 鉱物 が ある この ダシ ジョ ン は けつ こう デカ い 。 
ドン デン 山 で ある 。 ち な み に ド ン デ ン 山 中 を トロ ツッコ ガ が 走 つ て いる 。 ご この 潤 
は 相 有 | 笠 か ら 入 る ご と が で きる 。 届 の 奥 に は 幻夢 城 攻 略 の アイ テム の 
ーーーーー TODO 材料 、 明 妙 の 金 が びあ る の で 絶対 に 手 
に 入れ よう 。 し か が し 、 こ ご ここ に は ら ぢ 体 
の ボス が 登場 する の だ 。 





宇奈月 洞 


小さ な ダン ジョ ン な の だ が 、 
の な い 真 つ 暗 闇 と な つて いる 。 
ツ ミ 五 人 衆 の 巻貝 法師 が いる 。 


O 〇 足場 の 見 えな い ダ ンジ ョ ン で ある 〇 ダン ジョ ン 内 を 進む トロ ッ コ が ある 





越 中 の 国 ( 町 、 禄 な ど ) 





越 中 に は ここ の ボス 的 存在 、 わ だ つみ 
五 人 衆 率 いる は まぐ り 姫 の 根城 、 幻 夢 城 
が ある 。 し か し 、 こ の 幻夢 城 は その 名 の 
と お り 近 づく と 幻 の よう に 消え て し まう 
の だ 。 ま ず は この 幻夢 城 に 入る 方 法 を 見 
つけ な いこ と に は どう に も な ら な い 。 ち 
な み に こ の 国 に は 天狗 が た くさ ん いる 。 


ぃ 





きゃ 


9 
で て 〉 吾 革 財 SS 面 ③ 十 貧 の 


OS 


初め は だ だ の 気 の 弱 い 殿様 だ つ だ が 、 
いき な り 根 の 一 族 に 寝 返 つ て 中丸 を 若 
し め る こと に …。 

ここ の 殿様 の せい で 、 カ ブ プ キ は バー 
テイ か ら は ずれ 自分 勝 ま な 行動 を ことり 
始め る の だ 。 許せ ん / 


初め 富山 城 は 英 な ご は で な い が 、 あ る 


こと の あと に 行く と 殿様 が 乱心 し 、 敵 が 
ソラ ワラ とこ 出現 する の だ 。 E/ ペ ー ジ の マ 
ッ プ で は 弥 陀 ヶ 谷 プ 洞 が どら つ ある が 、 こ れ 
は 中 で ど つ の 出入 り 口 が つなが っ て いる 
と いう こと 。 複雑 だ けど ね 。 





で NVYVnNV 人 で の 
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この 村 に は 天狗 が いて 巻物 を べ れ 
る は ず だ つ だ の だ が 、 な ん と カプ キ 
が 先 に き て 巻物 を 盗め で し まつ だ こと 
の こと 。 何 を 考え て いる ん だ ガ 。 


統 陀 ケ 谷 洞 


橋 を 全部 壊さ ご れ て いる だ め 、 ご の 中 
を 通 つ て 反対 岸 に 渡る こと に 。 ご ご こ に 
は 忠和 丸 の ド ツ ッ ベ ル ゲ ン ガ ー が だ ぐさ ん 
いる 。 し か が し 、 ど の 正和 丸 も どこ が ガ が 変 な 
と ころ が ある 。 笑え ます 。 


ご の 村 は 美女 で いつ ば いと の うわ 
さだ つ だ が 、 な ぜ ガ 若い 娘 は どこ に 
も いな い 。 そ れ は 、 は まぐ り 姫 が 娘 


だ ち に 呪い を ガ け て し まつ だ か ら 。 


た は よき の さび ざ は の 
只 む < テー の 








の 5 
クン 
せ 
FE 
丸 
が 





敵 の 出 な い 時 に き て いる の で 迷う ご 
と は な い だ ろ う 。 し か し 、 殿 様 は 乱 届 
し 屯 丸 を 捕らえ て し まう 。 そ こ へ うま 
い 具 合 に 助 つ 人 が 現れ る 。 


に 
い 


お 月 胡 表 月 
HOUHihGt 


7 の 7 の 2 が 7 
7 が 


ーーーーーーー 
ティ ー ノ エケ ェ 


、 記 把 民 
一 体 何 の 用 か な 9 


〇 と っ て も ドリ ー ミ ー な 内 部 。 
危険 な 幻影 だ と 見 切れ る か 
定番 だ が ここ に 聖 剣 が 隠さ れ て いる 。 
し か し 、 将 階 に は 幻術 が 施さ これ て いて 
まこ ご ずる こと に な る の は 秘 至 だ 。 
ご れ ま で に 倒し を だ はず の わだつみ 五 
人 衆 が 再び 登場 する の は す つ か り の パタ 
nr2Zc20 ひ OCG も まつ だ 。 


て 


〇 マイ ナー な 海 棲 生 物 で メン 


号 『 中 巻 」 で は 4 本目 の 暗黒 ラン か ら 徹 
底 攻 略 | 星 の 数 ほど ある イベ ント を こ ご 
な す に は 欠か せな し 必読 書 に な る は すず ! 








越後 まで の デー タ を 公開 


大 小屋 呈 全 利 な デー クタ 集 





広大 な マッ プ に 膨大 な キャ ラ の 数 。 そ 絹 と 出会っ た 後に は 更に 倍 。 よ り ス ムー 表 の 読み 方 
ん な 条件 の も と で は アイ テム だ っ て 、 た ズ な 戦闘 、 ス トー リー 展開 を 促す た め に ロ ノ し 
くさ ん ある の が 条 理 っ て や つ だ 。 こ こ か も 切 伴 表 磨 し て アイ テム の 充実 に 努め て 中 中丸 、 力 : カブ キ 、 極 : 極楽 、 
ら は 、 綱 と 出会う まで に 入手 可能 な 巻物 、 ほし い 。 値段 や 効果 等 も 表示 し て ある が 、 絹 が 使用 、 装 備 で きる も の に 〇 を し レ 
道具 、 防 具 、 武 器 、 そ の 他 の リス ト を 掲 自分 で チェ ッ ク し て も らい た いも の も あ て ある 。 敵 G : 敵 ゲ ルー プ を 示す 。 





載 す る 。 こ れ 以 外 に も いく つか ある し 、 る 。 表 中 表記 に 関し て は 右 を 参 


る 
デブ 


照 し て ね 。 









4 
レー コ 





巻物 と は 洋風 昌 P ら に いう 魔法 の こと 。 キャ ラク タ の レベ ル が アッ プ す る と 上 が 。 に し よう 。 こ れ は 、 火 多 か ら 近 江 に か け 
技 (MP) の 数 値 か その 巻物 の 消費 量 に る 。 こ の ゲー ム に 登場 する 巻物 は 約 70 種 "て 入手 で きる も の な ん だ 。 キ ャ ラク タ 別 
達し て な いと 使用 で き な い も の だ 。 技 は 類 だ が 、 今 回 は 30 種 類 を ご 紹介 する こと 使用 の 可 、 不 可 を 示し て ある の で 参考 に 。 


















| 次 章 |. 半 あめ | 指 間 (| II II 
| 若草 | ワカ フサ | 3 | 仲間 1 | 火 多 | 仲間 1 人 の 体 を ⑮-60 回 笛 。 |OIO| | 
| 霊 光 | ライ コウ | 4 | 部 全 | 火 多 | 届 全 体 に 雷 に よる 必 撃 を 写 える 。 | 〇 IO| | | 
| 玲 衣 | ハゴロモ | @ | 仲間 全 | 火 多 | 国内 ー プ " 。 0 〈 パパ 1OIO|I | 
鬼火 | オニ ピ 英 1 体 に 炎 に よる 攻撃 を 与え る 919 | 
| 琶 | 2 カサ | 4 | 上 G | 性 | GCC る を 5 える |OIO| | 
| 室 香 | ホウ ガ | 1 | 一 | 伊 符 | 現在 いる 洞窟 や 城 の 宝箱 の 総数 が 分 る  。 | 〇 | 〇 | |O 
| 陽炎 | カプ ロウ | 5 | 剖 G | 火 多 | 敵 G ら の 通 沿 攻撃 命 中 率 を 下 ゆ る 。 。 。 。 | 〇 |O 〇 | |1OI 
| 月 宇 | ツキ ネ | 8 | 敵 1 | 伊 符 | 敵 1 体 を 眠ら きる |OIO|I IO 
ヒキ ナミ | G | 仲間 全 | 紀 限 | 洞窟 ら の 脱 H 効果 の な い 洞窟 も あり 。 。 | | 〇 | |Ol 
| 天 人 | テン ジン | 8 | 仲間 全 | 紀 盟 | 国 越え ワー ブ NN sk ll | 
/V ウ スレ | 5 | 還 1 | gm | 上 1*OWeRC る |olol lo 
ドロ ムシ | 4 | 敵 G | 紀明 | 敵 G の 9 ば や さき を 下げ ける 。 |OIO| IO 
| 生生 | フ コ ガ レ | 7 | 敵 G | 紀 盟 | 敵 G の 防御 カカ を 下げ る 。 |OIOI IO 
| 残 火 | ノコ リ ビ | 13 | 前 全 | 京 | 肖 全体 に 炎 に よる 必 撃 を 数 ターン える 。 | 〇 | | | | 
| 野 信 | ノワ ウケ | 7 | 敵 G | 火 多 | 風花 の 強 \ー ジ ョ ヨン = | IOl | 
金 則 | コン ゴウ 近江 | 仲間 1 人 の 守備 力 を F げ る 。 。 |]O 〇 IO| |OI 
キヨ ミズ | 8 | 仲間 全 | 越前 | 寺 / 酸 沼 を 一 定時 間 メ ー ジ な し で 移動 。 。 |] 〇 | | |1O 
| 炎 天 | カテ ン | 10 | 敵 1 | 慈 前 | 鬼火 の 強 カ パー ジョ ン |1Ol | | | 
ニー ゲ ミ ズ | 20 | 仲間 全 | 越 中 | 戦闘 状態 カ ら の 脱出 。 |]Ol | IO 
| カ 王 | リキ オウ | 12 | 仲間 1 | 越 中 | 仲間 1 人 の 攻撃 カ を 上 げ る 。 |OIOI IO 
届 ご 適 遇 する 確率 が 下がる IOIO| | 
| 日 立 | ヒダ タチ | 20 | 仲間 全 | 超 後 | 仲間 全員 の 体 を 90-110 回 復 する IOIO| |1OI 
| 導 昧 | アカ カゲ | 17 | 本 人 | 趣 後 | この 術 を 使用 し だ 人 の 分 身 を 1 一 3 体 作 % 。 |OIO| |OJ 
ラン ラ ィ 交 | 電光 の 強力 ー ジ ョ ン lolol | 
セン トウ | 5 | 敵 1 | 越 中 | 瑞 1 体 の 知能 を 下げ る 。 。 1OIO| IO 
| 還 | ライ テン | 12 | 琶 1 | 京 。 | 上 1 の FE を 締 績 し て 閣 S す 9 |OIO| | 
テッ コウ SET | mG の WW を FT げ る 。 | | | |Oo 
| 思 WW | イフ キ 〒 | 7 | 仲間 1 | 近江 | 仲間 1 人 の 体 を 40~60 回 竹 す る 。 。 |OIO| IO 
| 刻 | ヒョウ ジン | 6 | 瑞 1 | カブ キ | 瑞 1 体 に 水 に よる 必 撃 を 写 え る 。 | | 〇 | | | 
各 | ナラ シ | 8 | 天 訂 | カプ キ | 上 WE 典 よ る 還 を 5 える | |Ol | 
















『 天 外 II」 ワ ー ル ド に 散り ば め ら れ た 
道具 の 総数 は な ん と 、180 種 類 に も 及ぶ 。 
肝心 か な め な も の か ら 奇 想 天 外 な も の ま 米 、 麦 、 豆 、 塩 が それ ぞ れ 壱 、 拾 

で 、 す べ て に お 目 に 掛か る の は ほぼ 不可 白 の 数 値 に 分 か れ 、 全 部 で 12 本 類 ある 。 
能 と いっ て いい 。 今回 は ほん の 一 部 、36 ご これ は 商品 相場 に より 売買 する 、 信 て 
本 類 誠 紹介 し る お くれ は すべ で が | YRORGSORP SE 


be 変動 し 、 当 然 の こと な が ら 変 動 率 は 一 
過失 屋 で 売ら れ て いる も の 。 効果 不明 な | で は な い 。 下 記 の 値段 は 最初 に 相場 


も の が いく つか ある が 、 そ この と ころ は | 島 を 訪れ た 時 の 値段 で 、 そ れ 以 降 は 運 
上 自分 で プレ イ し て 確か め て ほし い 。 結構 と マイ ミン グ て で 売る 時 、 買 う 時 を 見 極 
ムダ 堅 い に な る も の も ある が 、 せ っ か く め ね ば な ら な い 。 ち よ つ と し だ 金 を 稼 〇 麦 の 相場 が 好調 だ が 、 ち ょ っ と ダウ ン し 
だ か ら 買 っ て 使っ て みな きゃ ソン ソン 。 げ る マネ ー ゲ ー ム な の だ 。 て き て いる 。 そろ そろ 売り は あき ら め て 










も し か し た ら わ 展開 が 待っ て いる か 人 
米 索 預 り 証 | コメ イチ アズ カリ ショ ウ 


も よ 。 1 万 両 な ん て いう 高価 な の も ある 。 







米 拍 預 り コメ スシ コリ ウス ガウ 100O 
米 白 預 り コメ ヒヤ アズ カリ ショ ウ 10000O 







ムギ イチ アズ カリ ショ ウ 
ムギ ジュ ウ ア ズ カ リ シ ョ ウ 
豆 参 り 証 
マメ ジュ ウ ア ズ カ リ シ ョ ウ 
豆 百 預り 証 | マメ ヒヤ フ ア ズ カリ ショ ウ 





塩 索 預 り 証 | シオ イチ アズ カリ ショ ウ 
〇 お 道具 と は 独特 の 響き が ある ね え 。 三 国 一 塩 拾 預 り 証 シオ ジュ ウ ア ズ カ リ シ ョ ウ 4 OOO 
の 品 揃え な ん て 、 ど ん な ハー ド な も の が ? 塩 白 預り 証 シオ ヒヤ クア ズ カ リ シ ョ ウ 1 OOOO 










名 前 | 読み 方 | 値 箇 ) 
仲間 1 人 の 体力 16ー20 加 覆 
半周 子 | ミソ ツン ゴ | 8| 仲 間 1 人 の 体力 36ー42 加 
仲間 1 人 の 体力 5664 加 
仲間 1 人 の 体 ・ 技 以外 の / パラ メー タ を すべ て 初期 化 
| 風 の 識 待 | カ ピ ノ ゴ フ | 60| 巻 物 「 羽 衣 」 の 交 果 
| 出 の 膝 符 | アラ シン ゴ フ | 60| 巻物 「 天 人 」 の 玖 果 
| 福引 串 団 子 | フフ ビ キ フ シダ ン ゴ | 40| 食べ だ 後 の 串 の 色 に より 名 種 景品 が 当たる 
情熱 の 和束 | ジョ ウネ ツノ / ナ タバ パ | 2000 
香水 十 人 番 15000 
60000 | 
三 連 の 指 輸 
ヒャク ネン ニン ジン | 10000 


燃え る エル スズ 
フツ ボ 
コン ダン 
クレ ゾン エ 


1 G に 火 に よる 60~100 の ザ ダメージ を ラ ラ え る 
用 する と 次 系 巻物 の 効果 を 上 げ る 


席 | 盟 


了 

い j 

N 

| 
紀 | | 
| 引 8|| き 
| 


00 闘 中 に 使用 。 巻 物 「 伴 枯 」 と 同じ 効果 


彰 醒 馬 開 
瑞 | 誠 | 六 | 設 史 | 尊 





シュ ン ミ ン ノ ツ エ 6000 | 戦闘 中 に 使用 。 巻 物 「 月 寝 」 と 同じ 効 果 
の 松 8000 | 戦闘 中 に 使用 。 巻 物 「 陽 ※」 と 同じ 効果 
2400 | 戦闘 中 に 使用 。 味 方 全員 が 敵 か ら の 攻撃 を 一 切 受け な こ な る と 同時 に 一 切 の 行動 が 不可 に な る 
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防具 こ 武 器 を 合わ せ て 約 g50 種 類 。 こ れ 
また 果て し な い 数 だ 。 防 具 は 大 きく 、 胴 
に 装備 する も の 、 頭 に 装備 する も の 、 足 
に 装備 する も の に 分 ける こと が で き 、 錠 
回 は それ ぞ れ 9 種類 、13 種 類 、13 種 類 だ 
け 紹 介し て お く 。 ま た 、 表 に 示す 通り 、 3 
キャ ラク タ 別 に 装備 が で きる も の は 異な 、 
っ て お り 、 注 意 す る こと も お 忘れ な く 。 〇 ええ が まとっ て いる の は 父 の 形見 の 陣 羽 織 〇 女王 様 の 服 を 着 て いる 絹 を 見 て みた いな あ 


| 


sy た 

1 け 
J * 半 1 

割 


| 性 


ト 
武 午 


日 

ーー 
ーー ーー 。 
TH 

トラ ーー 
kl 
に 『 1 
ま 

」 


測 再 半 
間 馬 員 店 

















































胴 に 装備 する 防具 
ノラ 〒 | 20 | 守 息 カ 110 |Ol| | | 
タケ ノ ハ ラ ア テ | 30 | 守 息 119 |O| | | 
| 多 の 障 列 織 | チチ ノ ジ ン パオ リ | 一 | 守 偏 115 ト 。 1 (| 
- 
| 杉 の 肌 。。。 | スギ フ ド ウ ー 。 。 。 | 410 | きき 門 の 08 |1O|IOoOIl ol 
| 負 か だ びら | フサ リカ タビ ラ ーー 。 。 | 170 | 上 竜 220 |1oOlol ol 
フロ ショ ウソ ゾク | 240 | 守 篇 カ 24 | 〇 |O| |OoO 
| 舞台 衣 凌 | プッ イイ ショ ウー 。 。 。 | 860 | きす 出 カ 4126 | |1Ool | 
| 源 師 着物 | リョ ヨウ シノ キモ ノ  。 。 | 380 | 守 葉 の +128 |O|1 | | 
| 備 兵 鱗 | ソウ ヘイ ヨロ イ  。 | 780 | き 立 rr82 1olol | 
| エピ 明 の 鐘 | エビ ガラ ン ヨ ロイ  。 。 | 2100 | 守 篇 Dr8 |OIOI | 
| 湖 瓶 の 胴 。 | カイ ソフ ノド ウ 。 。 。 | 8800 | きき 芝 DH2 |O1IOI | 
| 玉 の 表 綿 。 | ママ ムシ ノ オ リ | 4600 | き 息 472 | |1ol | 
| 更 皿 の 柚 。 | キッ コウ ノド ウ ー 。 。 | 4200 | き 門 2h15 |Olol |ol 
| NM の 融 。。 | ベニ マル ノノ オ リ | 38600 | 9 意 46 |1O|1O|I ol 
| 有情 の 胴 。 | ゲッ コウ ノド ウー 。 。 。 | 8400 | き 起 2h52 |1Olol |ol 
| 各 光 の 衣 。 | リン コウ ンコ ロモ ニ 。 。 | 1400 | き 由 カ 2 キ 6 |O|1OoO|l |ol 
劇 有 | ウエ スギ ドウ 。 =。 。 。 。 | 16800 | き 編 46 |O 〇 lol | 
テウ ニョ ノコ | 22000 | 守 篇 カ +7 | | | |1O 
| 初 夫 の 表 織 | ハツ /V ル ノノ オリ | 20000 | き 坊 2Tf6e |OlIOIl | 
| 女王 様 の 服 ” | ジョ オウ サマ ノ フ フ = 。 。 | 36000 | 息 カ +95 | | | |ol 
| 銀 一 の 羽織 。 | ギン マフ ノ ハ オリ  。 。 。 | 83000 | きき 葉 カ 19 | |Ol | | 
| 小 二 ま わし | コム スピ マ ワ ウシ ーー 。 。 | 800 | き 電 2 人 4 1 | [ol 
頭 に 装備 する 防 
丁 呈 本 : 馬 共 . 全 還 測 
9 1 ト 9 | | @' 
1O1O| | | 
キツ ネ ノ ボウ シ 1O1O| | | 
| _ |]o[l | 
鉄 は ち が ね IO1O|1 | 
Iolol | 
ヤマ イヌ ノ カ ブ プ ト | 人 き ト |O | | 
| お多福 の 面 ” | オッ フフ フ メ ン  。 | 450 | き 穫 2+166 | |1Ol | 
| 鉄 の 陣 等 。 | テツ ノ ジ ン ガサ | 1980 | きき 備 21417 |Olol | | 
| 僧兵 本 | ソウ ヘイ ズ キ ン  。 | 450 | きす 電 人 6 |OIOI | 
| 天狗 の 頭 征 | テン フフ ズ キ ン  。 | 730 | ぐ 息 2H0 |1OIOI | 
上 若 世 の 見 珠 下 ワカ ウシ フカ フト 。 。 | 1000 | きす 門 和 242 |oOlol | 
間 間 間 朋 間 較 誕 ソフ カク シ = や = = 。 。 、 | 1890 | 商人 8 | | | Io 
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装備 で ご きる けど ご ん な 効果 が ある の か 


肌 
不明 な アイ テム が これ 。 お も に 極楽 太郎 は 験 
が 使用 で きる も の だ が 、 入 手先 も 不明 で メ 表 
店 に 売っ て いな いも の も ある 。"' 必 勝 鉢巻 重 っ 
き 」 や 「 獅 子 舞 の 頭 」 な ん て 全然 役 に 立 多 必 
た な そう だ けど 、 で も 手 に 入れ た いね 。 ポ 多 
な 巻 
吉 呈 屋 い き 
* る 
P 病 に - 
本 aa ps SS nn Fa も 

Fe 還 愉 護 党 ーー 
| 諸 和 寺 寺 東寺 雪 
し 玉 上 闘 果 は 芸 直っ 直見 〒 っ 
よ 戦 













際 計 に . 間 還 還 良 9 7 市 家族 還 昌義 2 交 時 国 
| 穫  | ッ ッ セ ッ イン |  @ | ls  、 | | ol 
| 0 得 | コガ 5 サ 2 が 2 キ | 9 |slw  、 | | lol 
| 凍 う き の 衝 | モテ ッ キネ キネ 。 | 昭 |sls  、 | | lo 
| 大 きき 末 | オオ キナ 9 カ タル | 10 | ? l ゃ 、 | | |ol 
| 区 の 杜 。| コウ ラバ ラキ | 2⑳ |? |le  、 、 | | |ol | 
大 の 共生 | オオ タヌキ ノン ヤ キモ ノ | 40 |? |  、 、 | | | | | 
時 則 テラ タ ーー ク ク wlslw | [| [| [| 
| 9 導  | ヒッ ショ ミチ マキ |  ⑳⑩ | ゃ je  、 | | lol 
了 了 押 豆 | シシ マイ フカ シラ | 0 |]? |?Y  、 、 | | lol 
Seen | が タラ ィ | tt | ゃ slw  、 、 | | | ]| 
の 凡 生 | ホネ ン レ イヤ 2 | 700 | ? | gemocusul | | | 
| 下 六条 | シノ レイヤ 2 | 100 | ? | memocusul | | | 
| 相生 | テン レイ ヤク | 100 | ? |? mmocueul | | | 
ツキ ノレ イヤ ク | to | ゃ | mocusul | | | 
理生 | ネコ ノレ イヤ 2 | 10 | ? | gmocumul | | | 
| の 本 | 2 アン レイ セク | 100 | ? |? mmocumul | | | 
| の 直 栗 | ヨル ン レ イヤ 2 | 00 | ? |? memocueul | | | 
5 介 琴 | ハイ ン レイ ヤク 2 | 0 | ? |? memocueul | | | 





※ 〇 の な いも の は 装備 で きる キャ ラ が 不明 な モノ 。 
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先 に 述べ た よう に 武器 も いっ ぱい だ 。 
値段 に ほぼ ば 正 比例 し て 攻撃 力も 上 下す る 。 
や っ ぱり 高く て 強い も の に 目 が いっ ちゃ 
うけ ご ど 、 段 階 を 踏ん で 強い も の に 換え て 
いく ほう が 得策 。 と いう の は 、 そ れ な り 
に 強い 武器 を 買う に は それ な り に 強い 英 
か ら 金 を わ な く て は な ら な いか ら だ 。 
た だ し 、 和 全部 の 武器 を 買え と いう わけ で 
は な い 。 キ ャ ラク タ の レベ ル ア ッ プ 数 回 
ご と に 、 そ の 時 点 で 手ごろ な 強い も の を 
入手 し よう と いう こと だ 。 

また 、 キ ャ ラク タ 別 装備 の 可 、 不 可 を 
載せ る が 、 飼 回 紹介 する Z6 種 類 の 武器 は 、 
絹 が 使用 する こと は で き な い 、。 彼女 は 巻 





武器 や 巻物 の ほけ に も 、 下 記 の よう 得 し て い ぐ が 、 綱 に 出 会 つ だ 時 点 で 和 め 
な 攻撃 手段 が ある 。 下 丸 以 外 の キャ ヤラ ざし も 、 ご の 通り の も の を 得 て い る こと 
タダ タ は レベ ル が 上 が る に つれ 奥義 を 修 は 限ら な い 。 極楽 は あと 5 種類 ある よ 。 


っ ゞ 、 ヽ ーー に ・ ーー っ 
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敵 1 ご に 対し て 通常 攻撃 で きる が 、 与 える ダメ ー ジ ガ が 敵 の 頭数 に 応じ て 
た 
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分 散 す る 


敵 に 対し て ど 倍 の ダメ ー ジ を 与え る こと が で きる が 、 ダ メー ジ を 与え だ 
後 は 疲労 が 激しく ぐ 1 の ター ン は 行動 不可 能 に な る 
敵 1G に 対し て 通常 攻撃 ザ び で きる が 、 当 だ る 確率 が 下がる 。 当 だ れ ば 通 
常 ダ メー ジ を 与え る こと が で きる 


ジン バキ 
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5 の キャ ラク ク と いう こと な ん だ 。 回 還 
| 悪態 | アフ マイ | 最初 ひら 持 つて いる 。 敵 の 攻撃 の ほとん ど が カブ キ に 集中 する 
最初 か ら 持つ て いる 。 自 分 より レベ ル の 低い 敵 1 〇 の 守備 力 を 下げ る 
敵 1 体 に 通常 攻撃 の つ 倍 の ダメ ー ジ を 与え る が 命中 率 は 高 こ な い 
中 物 ッッ コウ モノ | 歌 1 体 に 対し て 通常 攻撃 の 2 倍 の ツメ ー ジ を 与え る が 、 敵 に 与え だ ダメ 





ー ジ の 半分 を 自分 も 受け る 

極 楽 
導き が EAR 
最初 か ら 持つ て いる 。 交 1 体 通 常 攻撃 の 1/2 の ダメ ー ジ を 与え 続け る と 
同時 に 動け な ご す る 。 胴 綿 め を 実行 する と 極楽 は ほか の 行動 は 取れ な い 


最初 か ら 持 つて いる 。 敵 1 体 に 頭 突 き を 廊 ら わせ て ダメ ー ジ を 与え て 気 
胃 ぐせ る 。 だ だ し 、 自 分 が 気 旨 す る 場合 も ある 
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名 前 読 み 方 


PP 


七色 の 鉄 扇 | ナナ イロ ノ テ ツ セ 


値段 ( 両 





6300 


の 人 孫 導 | セキ ノ マ ゴ ロク /700 
or2 | wwralool | 

の | 症 wellll 
Joo | wm ma lolol | 
ツボ キリ ノ ケ ン 24000 | 攻撃 力 十 62 olo| | | 
コウ トウ クニ クズ シ | 30600 | 下 t68 |O| | | 


名 用 セツ 胴 | メイ トウ ナナ ツ ド ウ | 36500 | 攻撃 力士 70 


サフ ラッ ライ 62000 | 攻撃 力 十 93 


の 金棒 | オニ ノ カ ナ ボ ウ 
割り 意 | イシ フリ オノ 3000 | 攻撃 力 十 36 問 | 
思 喘 丸 | メイ トウ ホ エ マ ル 259000 | 攻撃 力 十 112 ol | 
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前 二 * / ァ リ ア 4 " コ 編 


登場 する 敵 の ザコ キャ ラ は 、 そ の 数 40I 
体 を 上 回 る 。 本 目 の 暗黒 ラン を 切る ま 
で に も な ん と 110 体 以上 も の ザコ キャ ラ が 


現れ る の だ 。 例え ザコ キャ ラ と いえ ご も 、 


攻撃 の 方 法 や 弱点 な ど が 各 キ ャ ラ ご と に 
異な る の で 、 そ れ に 応じ た 攻撃 で 対抗 す 
る 必要 が ある 。 





の 戦闘 で も 選択 する コマ ン ド が 多い た め 、 最 
も 有効 な 手段 を 考え る 必要 に 人 迫 ら れる 
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画面 は 単体 の 敵 キ ヤラ を の せ て いる 。 下 の 表 に まとめ て ある 。 攻撃 方 法 な ど 
その 敵 キ ヤラ の 登場 還 や HP な どの ス の 性 格 に つい て は , 右側 に 説明 文 を 記 
テー タス な ど ご 単純 に 表記 で きる も の は し て お い だ の で 参考 に し て ほし い 。 


① 英 キャ ラ の 名 前 を 表記 
ぢ ら 英 キャ ラ の 性 格 を 説明 
③ ヒ ッ ト ポ イン ト の 数 値 
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「 仙 居 」G 突 載 ひめ の) 記 
で こり 太 必 っ 札 じ Sh” 加 間 
で む ぃ 6 操り や る 王 つ 記 うっ 


「J 必 」 う うき あ で で 聞 
中 G 損 サエ I ト " Sm ご 則 と 
さっ 選 キ エト レ StG 
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の い / % 夢 城 ま で の 13 体 


了 M キ ヤ ワ リ AN 人 


ボス 敵 と の バト ル も 、 よ く 考 えて 戦わ 
な けれ ば 勝利 は 難し い 。 も ちろ ん ボス 敵 





は ゲー ム 中 重要 な ボイン ト に 出現 する の ボス キャ ラ は 画面 いつ ぱい に アニ メ と 説明 文 は 、 左 端 に 収め て ある 。 基 本 
で 避け て は 通れ な い 存 在 だ 。 各 ボス キャ ーション する だ め 、 写真 を 戦闘 画面 の 的 な 情報 は ザコ キャ ヤラ 編 と 変わ つて い 
ラ の 攻略 の し か た は それ ぞ れ 異な る が 、 サイ ズ に 合わ せ て ある 。 ス ベッ 部 分 な い の で 、 比 較 し て みて も いい だ ろう つ 。 
ご の ボス も H ビ が 異常 に 高く 、 し か も カ 2 9 “ 
タ い も の ば か り 。 そ し て この 戦い は 、 か (① ボ スキ ャ ラ の 肩書 及び 名 前 〇 ④② レ ベル アッ プ に 関係 する 値 
な り 長 い 時 間 続 くも の と 覚え て いて ほし “ 8 

\。 そ れ だ け に いか に 有効 な 手段 で 戦う ⑤ ヒ ッ ト ポ イン ト の 数 値 ⑤ 入 手 で きぐ 金 。 単位 は 両 


か が 攻略 の ポイ ント に な っ て くる 。 


- 語 hw 2 電 旨 


di 登場 する 国 の 名 称 ⑧ ボ スキ ャ ラ の 性 格 を 説明 





の 〇 ボス と の 戦闘 は か な り ハ ー ド 。 万 全 の 準備 と 
コン ディ ショ ン で 臨ん で こそ 勝機 が つか め る 


ュ 
の ば ピー 
E の チエ 





〇 絶えず ア ニメーション し 、 動 きま くる ボス キャ ラ な の だ が O 〇 攻撃 時 に は ダイ ナミ ッ ク な ポー ズ を と り 人 迫力 の 一 撃 を か ます 


一 番 初め に 両面 窟 で 戦う ボス キャ ラ 。 そ 
の 強 さ に は 驚か され る こと だ ろう 。 特殊 
な 術 な ど は な い が 、 連 続 攻 撃 に は 注意 が 
必要 。 巻 物 の 少な い 冒 頭 で は ツラ い 敵 
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火 多 と 尾張 の 国境 の 縄文 油 に いる 。 武器 
は その と が っ た 爪 。 酸 の 攻撃 は か か っ た | 
| ら 怖 い 。「 ツ ノ 王 」 を 倒せ る レベ ル で あれ 胃 
ば 勝て な い 敵 で は な い は ず だ 「 





3 兄弟 の な か で は | 番 強い 。 弁 天 塔 で 弁 
天 様 の 何 か を 狙っ て いる 。 両手 の 剣 が お | 
も な 武器 だ が 、 ヒ タイ の 怪し い 光 に は 多 
大 な ダメ ー ジ を 被る の で 気 を つけ よう 





英 五 郎 の 友だち ・ 花 吹雪 典 善 。 


号 場 国 


< 和美 
SS 0 


カブ キ と いう 仲間 が いて も 手強い 敵 。 こ 旧 
の 敵 に は せっ か く 覚 えた 巻物 も 効果 は 期 6 
待 で き な い 。 鉛 の 胞子 を 飛ば せ ば パー テ 
ィ 全 体 の ダメ ー ジ と な る ' 








清 場 国 


| 通常 攻撃 で は ほとん ど 歯 が 立た な い 。 技 
の ポイ ント が ある 限り 、 巻 物 で 攻め な け 略 
れ ば な ら な い 。 頭 の へ ビ に か ら み つか れ 
る と 眠っ て し まう の で 怖い 





- 菊 五朗 の 友だち ・ 突 撃 / 角 太 郎 。 


ジン 
MY 紀 伊 
や 便 
100 
か なり カタ く 共 撃 力も ある 浅 。 牧 に モー 
| 攻撃 で うけ る ダメ ー ジ は 絶大 。 常に HP | 
は 多め に キー プ し て お か な けれ ば な ら な 
い 。 | 撃 | 撃 が 矯 い 敵 キャ ラ だ 


区 五 季 の 友だち ・ 黒 の 海 才蔵 


登場 国 
伊 勢 
念 外 


110 830 > 


「 突 撃 / 入 雪 」 に 内 を が は け て 星 く で パ 
カタ い キ ャ ラ 。 通 常 攻撃 で は 話 に な ら な 義 
い 。 多彩 な 攻撃 を 試み て 地道 に HP を 減 較 
らし て いく し か 手 は な い だ ろ う 


す 
半 還 に 
に 


得意 技 は 「 愛 くる し い 微 笑み 」。 こ れ が け 
っ こう ダメ ー ジ を 受け る 。 戦 闘 中 は 見 て 
還 の と お り 緊 張 感 の な い ス タイ ル を し て い 
園 る 。 苦 も な く 倒 せ て し まう の だ が … 


わだつみ あ 五 人 衆 ・ ・ 磯 花 法師 
登場 国 8 

直 中 」 
但 当 
Wefa dBU 
上 頭 か ら 陽 炎 を 出し 、 攻 撃 を か わす 。 順調 四 
に 勝て る 相手 と 思い き や 、 梶 棒 を 振り 上 自 


脅 け げ 、 い き な り |I30 くら い の 大 ダメ ー ジ を 
且 食らわ すこ と も ある 。 HP は 常に キー プ 





じい 
: き 


ーー あー こ 
で エー 

ーー 

7 < 


デー 
ご 


この 敵 と は か な り の 長期 戦 を し いら れる 
こと に な る 。 特 に 必殺 の 技 が ある わけ で 

も な い が 、 体 力 回 復 な ど と いっ た 手段 を 上 
こう じ て く る 。 秋 糸 の 巻物 が 有効 


っ 導電 
越 中 

Ya 徳 
I84 468 


鎌 で の 攻撃 が 得意 で 、 連 続 攻撃 を 得意 と 
する 。 小柄 な わり に は 恐ろし い 敵 で ある 。 
特に 強力 な 「 迅 二 」 の 巻物 を 持つ 。 炎 系 
の 巻物 か 、「 泥 虫 」「 陽 炎 」 で 攻め ろ 


わだつみ 五 人 衆 ・ 巻 上 法師 


わだつみ 五 人 衆 ・ 海 牛 法師 
登 場 
直 中 ・ 越 後 
和 の 金 
EPSDUHU 
右 の 手 に 持っ た 唐 傘 が 実は くせ も の 。 こ 
の 傘 で 、 ダ メー ジ を 反射 する 「 山 彦 」 の 


効果 を 発揮 する 。 こ の 術 を か け て きた ら 
ムリ に 戦わ ず HP 回 復 に 専念 する べし 


わだつみ 石 人 衆 ・ 毒 針 法師 
越 中 ・ 越 後 


念 鐵 


ロ 

ま 和 

きま) 
ま 


『 日 と 
し デー 
ct 邊 F。 テ デー 
補う に デニ ーー = 
| 2C デ デー ニー 
ーー 


は DE 由 テー ! 
| 人 に 多大 な ダメ ー ジ を 与え る ' 地 鳴り 」 1 電 草 1 
と パー ティ に 均等 に ダメ ー ジ を 与え る 「 地 上 
剛 選 」 と の 2 つの 攻撃 を する 。 体 力 回 復 の Ce 3 6 

アイ テム を 大 量 に 持っ て 戦え ば よし 3 | 評 . 3 『 業 。 ーー 





me Ei 





ここ で は 、 ゲ ー ム 進行 に は あま りか ん 少し だ け 教え て し まう 、 超 豪華 な オマ ケ ト も ある の で 楽し み に し て いて ほし い 。 
けい の な い 、 し か し 、 知 っ て いる と 『 天 で ある 。 そ し て ! 天 外 魔 境 II』 の 、 お 店 で た だ で は プレ ゼン ト し な い 。 イ ベン ト に 
外 魔境 IT』 が ちょ っ と 楽し く な る 情報 を は 売っ て いな い 、 壁 か け 時 計 の ブレ ゼン 星 非 参加 し て ほし い 。 





ちょ っ と し た 裏 技 を 一 つ 。 ゲ ー ム を 立 
ち 上 げ る と どら 等 身 の 過 丸 が 現れ る と ころ 
で 、 な に も し な いで ボ ポーツ ッ と し て いる と 、 
ほか の 火 の 勇 者 の デフ ォ ル メ 姿 も 見 れる 。 
ちな み に こ の キャ ラ の 原画 は 『 銀 河 お 嬢 
様 伝説 YUNA」 と 同じ 明貴 美加 さん だ 。 












〇 ひこ の 画面 を よく 目 に 焼き つけ て お く 。 ず っ 
と 待つ 、 ひたすら 待つ 。 す る と ・ 


交 へ (( し J 千 6 


。594 ビ さき さ 四 さき 褒 き 
下 S た へ へ さす 石 


「 天 外 魔 境 II」 の 壁 ガ がけ 時 計 を ら 匂 ント する こと に する 。 下 の 画 面 を 真 
2A 四 2 人 G な つつ 氏 っ 。 し が かじ 、 誠 だ で 撮る か 、 ビ デオ で 撮る か し て 本 誌 の 
プレ ゼン ト で は つま ら な い の で 京 の 国 P68 の 住所 に 送 つ て ぐれ 。 期間 : 月 


に 短い 時 間 で 到着 し だ 人 ら 宮 に プレ ゼ 15 日 か らら 月 末 ま で 。 


ee 


ifE 


ー 史 と で 串 で 決 叶 ざき で 
。 な は 理 弄 いび さす さき 器 箇 吐き 下 の 
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。 EhgImg 月 号 特別 付録 ぢ 平成 4 年 4 月 | 日 発行 (毎月 | 回 | 日 発行 ) 第 5 巻 第 4 号 (通巻 4| 号 ) 
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